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研究成果の概要（和文）：(1)欧州では戦略的環境アセスメント SEA が指令によって義務化され

ているために、多くの国で既に導入していることがわかった。(2)SEA における景観アセスメ

ントの役割が大きく、欧州 40 ヵ国が調印した欧州ランドスケープ条約でも、景観アセスメン

トの役割を明確にし、各国で取り組みが見られた。 (3)日本における景観計画の取り組みは進

んでいるが、景観アセスメントが十分なされておらず、諸問題が明らかにされた。 
 
研究成果の概要（英文）：(1) Strategic Environmental Assessment (SEA) was well introduced 
in European countries by the Directive. (2)Landscape Assessment methods were 
established in 40 countries have signed in the European Landscape Convention. (3)Some 
problems of the landscape assessment were studied in Japanese cases although landscape 
plans were already adopted. 
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１．研究開始当初の背景 

戦略的環境アセスメント（ Strategic 

Environmental Assessment、略して SEA）

の中で、「景観」に関わる項目が既に確立し

ており、景観を環境問題の一つの課題と捉え

る点にも、本研究は着目する。具体的に歴史

的景観や自然景観は、開発計画によって負荷

を受ける典型的な環境問題であるが、計画段

階でアセスメントを行い、その負荷を低減す

るミチゲーション手法として、「景観アセス

メント（Landscape Assessment）」や「景観

計画」の手法が欧米で導入されている。この
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ため、これまで日本で知られていない、SEA

と景観アセスメントと景観計画との関係と

その役割について明らかにする点に、本研究

のオリジナリティがあり、日本の都市計画分

野において、SEA と景観アセスメントの手法

の確立、景観計画への反映、導入に寄与する

ものである。 

 
２．研究の目的 

本研究は、環境に配慮した都市計画制度と

景観計画制度の整合的確立を目標に、日本に

おいても必要と考えられる戦略的環境アセ

スメント SEA の環境及び景観評価手法に着

目する。欧米の SEA導入国の事例を参照し、

その現状課題を明らかにしつつ、特に計画段

階の環境影響評価の中で日本において研究

が十分に進んでいない、「景観の評価」につ

いて明らかにする。具体的に、「戦略的環境

アセスメント SEA」制度が都市計画体系に適

用された場合の「景観アセスメント LA」と

「景観計画」との関係性、計画段階の環境影

響評価とミチゲーション手法を、明らかにす

ることが本研究の目的である。 

 
３．研究の方法 
本研究は、国内外のヒヤリング調査と現地

調査を主な手段としており、以下の調査を実

施した。 

1)イギリス、イタリア、フランスなどにおけ

る環境に配慮した都市計画行政制度、その都

市計画に対する戦略的環境アセスメント

SEA の具体的な評価手法と体制の国際比較

を行った。 

2)SEA とミチゲーション手段となる景観ア

セスメント LA との関係性と連携性、さらに

計画手段としての景観計画の関係性と連携

性について、イギリス、イタリア、フランス

の行政及び研究機関への調査を行った。 

3)欧州評議会が主催した欧州ランドスケープ

条約 10 周年式典（2010 年、フィレンツェ）

及び国際会議（2012 年、テッサロニキ）に

出席し、現在 40 力国が調印している景観行

政入の取り組みについて、最新情報の収集を

行った。 

4)日本における SEA で景観評価を行うため

に、具体的な比較検証が必要で、国内のモデ

ル的な景観計画や景観問題が生じている京

都を含め、西日本、北日本を中心とした調査

を行った。 
 
４．研究成果 

 本研究の成果は、学術雑誌論文、一般雑誌、

学会発表、図書を通じて、同時並行的にまと

められた。特に雑誌では英語論文を併記する

ことで、国際研究を国際的に発表した。 

 本研究の成果としての結論を以下に整理

する。 

(1)欧州では戦略的環境アセスメント SEA が

2000 年の欧州指令によって義務化されたた

めに、都市計画を含むほとんどの計画や、政

策を対象に環境アセスメントを行うもので、

多くの国で既に導入していることがわかっ

た。 

(2)SEA における景観アセスメントの役割が

大きく、特にイギリス、イタリアにおいてガ

イドラインが作成されていることがわかっ

た。また、欧州 40 ヵ国が調印した欧州ラン

ドスケープ条約でも、景観アセスメントの役

割を明確にし、各国でアセスメントの事例、

取り組みが見られた。 

(3)景観計画（または都市計画）と景観アセス

メントの連携がモデル的に確認できたのは、

調査対象地の中でイギリスとイタリアであ

る。 

 イギリスにおいては、景観アセスメントを

都市計画の内容に反映している事例が確認

された一方、イタリアにおいては、景観アセ

スメントを景観計画の内容に反映している



事例が把握された。いずれにせよ、自然環境

や歴史的環境を評価する上で、景観アセスメ

ントの役割が大きく、プランニングに直接反

映させる制度の有効性が明らかにされた。 

 特に、イギリスにせよ、イタリアにせよ、

エネルギー問題においては、風車やソーラー

パネルの設置が大きな課題となっているが、

景観アセスメントの重要な対象として挙げ

ており、必要なガイドラインを作成したり、

景観計画に反映させていることがわかった

ため、その具体的な内容を本研究で明らかに

している。 

(4)日本における景観計画の取り組みは進ん

でいるが、景観法においては景観の定義がな

いために、対象が海外の事例と異なることが

明らかになった。また、日本の景観計画では、

景観アセスメントが十分なされているとは

いえず、今後の課題として指摘している。さ

らに、市民による反対運動や景観阻害となっ

ている建設行為、田園の管理不足など諸問題

が、いくつかの自治体で確認された。 

一方、日本における SEA は、2012 年の法

改正によって一部日本でも導入が始まって

いる。しかし、その具体性は明確ではなく、

実証が今後必要であり、環境政策における景

観の取り組み検討が今後の課題となってい

るのが現状である。 

そのため、本研究の(1)から(3)の国際的な研

究成果が、今後日本での取り組みに活用され

る必要がある。 
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